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統
監
府
の
塩
業
政
策
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
の
朝
鮮
近
代
経
済
史
研
究
で
は
、
対
外
貿
易
、
な
か

ん
ず
く
対
日
本
貿
易
に
お
け
る
重
要
な
貿
易
品
目
で
あ
り
、
か
つ

朝
鮮
内
に
お
い
て
も
主
要
な
商
品
で
あ
っ
た
米
穀
、
綿
製
品
な
ど

の
生
産
・
商
晶
流
通
構
造
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
研
究
が
深
め

ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
商
晶
に
つ
い
て
は
、
か
な
ら

ず
し
も
活
発
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
右
の
う
ち
、
塩
の
流
通
に
関
し
て
若
干
の

考
察
を
し
た
い
。
朝
鮮
に
お
け
る
塩
業
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
沿

岸
部
な
ど
の
限
ら
れ
た
地
域
に
お
け
る
局
地
的
な
産
業
で
あ
り
、

生
産
者
も
相
対
的
に
少
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
は

こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
必
需
品
で
あ
る

田
　
　
中

正
　
　
敬

塩
は
、
前
近
代
上
り
活
発
に
商
品
生
産
が
行
な
わ
れ
て
き
た
品
目

の
一
つ
で
あ
り
、
生
産
部
門
に
お
け
る
相
対
的
な
比
重
の
低
さ
を

も
っ
て
、
た
だ
ち
に
看
過
す
べ
き
分
野
で
あ
る
と
位
置
付
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
従
来
、
日
本
で
は
、
朝
鮮
塩
業
史
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
う
た
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

考
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
等
し
い
。
韓
国
で
も
前
近
代
に
つ
い
て
は

い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
近
代
以
後
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

研
究
が
立
ち
後
れ
て
い
る
が
、
近
年
発
表
さ
れ
た
成
果
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

李
永
鶴
氏
の
研
究
が
あ
る
。
李
氏
は
、
開
港
以
後
の
商
晶
貨
幣
経

済
の
進
展
と
人
口
の
増
加
、
お
よ
び
対
外
貿
易
の
成
長
に
も
刺
激

さ
れ
な
が
ら
、
よ
り
一
層
塩
の
生
産
が
活
発
化
し
、
そ
れ
は
ま
た

資
本
制
的
経
営
へ
の
発
展
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
、
し
か
し
そ
の

契
機
は
、
中
国
か
ら
の
安
価
な
輸
入
塩
が
大
量
に
流
入
し
た
こ
と
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に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
こ
の
見
解

に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
詳
し
く
検
討
す
る
紙
幅
が
な
い
。
た
だ
、

後
述
す
る
本
稿
の
課
題
と
も
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
李
氏
の
研

究
で
は
塩
業
政
策
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
研
究

対
象
を
併
合
以
前
に
限
定
し
て
い
る
た
め
に
、
植
民
地
期
以
後
へ

の
展
望
が
明
確
で
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
筆
者
の
関
心
は
開
港
以
後
、
植
民
地
期
に
至
る
ま
で
の
朝
鮮
に

お
け
る
塩
の
生
産
・
流
通
の
推
転
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
あ
る
が
、

本
稿
で
は
、
右
の
課
題
を
達
成
す
る
前
提
と
し
て
、
一
九
〇
〇
年

代
後
半
に
お
け
る
統
監
府
の
塩
業
政
策
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た

い
。
な
ぜ
な
ら
統
監
府
の
塩
業
政
策
が
、
植
民
地
期
の
塩
生
産
・

流
通
の
動
向
に
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
で
は
次
に
統
監
府
の
塩
業
政
策
の
前
提
と
な
っ
た
、

一
九
〇
〇
年
代
ま
セ
の
塩
の
流
通
状
況
を
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。

二
　
朝
鮮
へ
の
外
国
塩
の
輸
入
過
程
と
そ
の
影
響

　
塩
の
製
法
は
、
生
産
地
域
の
気
候
・
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
異

な
る
。
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
沿
岸
部
・
朝
鮮
・
日
本
で

は
、
海
水
か
ら
塩
を
採
取
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
化
学

的
製
造
法
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
海
水
か
ら
塩
を

採
取
す
る
た
め
に
は
、
太
陽
熱
に
よ
り
海
水
中
の
塩
の
濃
度
を
飽

和
点
付
近
ま
で
高
め
－
こ
の
濃
厚
な
塩
水
を
賊
水
と
い
う
　
　
、

結
晶
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
右
の
海
水
採
塩
地
域
で
は
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

き
く
分
け
て
三
種
の
製
塩
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
本
稿
と
関

連
す
る
製
法
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

　
第
一
は
、
撒
砂
し
た
塩
田
に
海
水
を
湿
潤
せ
し
め
、
そ
の
砂
を

天
日
乾
燥
し
た
後
、
砂
に
付
着
し
た
塩
分
を
海
水
あ
る
い
は
鹸
水

で
溶
解
し
、
さ
ら
に
濃
厚
な
鹸
水
を
得
る
。
こ
れ
を
釜
に
入
れ
、

煮
沸
し
て
残
存
水
分
を
蒸
発
さ
せ
　
　
こ
の
釜
焚
き
の
作
業
を
煎

蒸
と
い
う
　
　
塩
分
を
結
晶
さ
せ
る
方
法
で
、
こ
れ
を
撒
砂
採
戯

煎
熟
塩
田
法
（
以
下
、
煎
熱
法
と
略
称
）
と
い
い
、
朝
鮮
・
日
本

で
は
一
般
的
な
製
法
で
あ
っ
た
。
第
二
は
、
塩
田
を
数
区
画
に
分

け
、
海
水
を
貯
水
池
か
ら
蒸
発
池
、
結
晶
池
へ
と
移
動
さ
せ
な
が

ら
し
だ
い
に
水
分
を
蒸
発
さ
せ
、
最
後
の
結
晶
池
で
塩
を
自
然
に

抽
出
す
る
方
式
で
あ
り
、
こ
れ
を
天
日
塩
田
法
と
い
う
（
以
下
、

天
日
法
と
略
称
）
。
中
国
で
は
元
来
、
煎
熱
法
が
用
い
ら
れ
た
が
、

一
七
世
紀
に
天
日
法
が
普
及
し
、
天
日
塩
田
へ
の
転
換
が
進
ん
だ
。

天
日
塩
田
は
広
大
な
干
潟
と
塩
田
地
造
成
の
た
め
の
多
大
な
資
本
、

晴
天
の
連
続
す
る
乾
燥
し
た
気
候
条
件
と
を
必
要
と
す
る
が
、
そ

の
反
面
、
撒
砂
な
ど
採
鹸
の
た
め
の
労
働
力
や
煎
熱
の
た
め
の
燃
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料
費
な
ど
を
要
し
な
い
点
で
、
煎
熱
法
よ
り
も
生
産
費
の
面
で
有

利
な
条
件
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
朝
鮮
で
は
、
一
九
〇
〇
年
代
後
半
ま
で
は
天
日
法
は
確

立
し
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
降
雨
量
が
比
較
的
多
い
地

域
だ
っ
た
こ
と
、
潮
の
干
満
差
が
著
し
い
た
め
に
天
日
塩
田
築
造

に
必
要
な
堤
防
の
建
設
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら

（
5
）

れ
る
。
し
た
が
っ
て
朝
鮮
で
は
一
八
七
六
年
の
開
港
後
、
安
価
な

中
国
天
日
塩
の
輸
入
が
朝
鮮
内
の
煎
熱
塩
生
産
・
流
通
を
常
に
圧

迫
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
開
港
後
に
お
け
る
朝
鮮
の
塩
生
産
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
九
〇
四
年
の
推
定
に
よ
れ
ぱ
、
全
国
に
お
け
る
塩
生
産
の
割
合

は
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
全
羅
南
道
が
占
め
、
次
に
二
一
パ
ー
セ

ン
ト
の
慶
尚
南
道
、
以
下
忠
清
南
道
、
京
畿
道
、
黄
海
道
、
平
安

道
、
全
羅
北
道
、
威
鏡
道
の
順
と
な
っ
て
い
た
。
村
上
正
祥
氏
の

　
　
　
　
（
7
）

研
究
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
原
因
は
塩
田
に
ふ
さ
わ
し
い
干
潟
の
有
無

な
ど
の
地
形
的
条
件
（
西
海
岸
に
塩
田
に
適
し
た
海
岸
が
多
い
）
、

あ
る
い
は
北
方
ほ
ど
製
塩
に
不
利
に
な
る
気
候
条
件
な
ど
に
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
西
海
岸
で
は
金
羅
南
道
に
最
も
塩
田
が
多
く
、

か
つ
塩
田
形
態
も
最
も
進
歩
し
て
い
た
た
め
生
産
性
が
高
か
ウ
た

が
、
東
海
岸
で
は
威
鏡
南
道
の
一
部
を
除
き
塩
田
は
少
な
か
っ
た
。

岩
塩
な
ど
の
鉱
物
資
源
が
存
在
し
な
い
内
陸
部
で
は
塩
の
生
産
は

不
可
能
で
あ
り
、
塩
は
最
も
商
晶
流
通
化
の
進
ん
だ
品
目
の
一
つ

と
し
て
、
沿
岸
部
の
生
産
地
か
ら
内
陸
部
の
各
地
方
の
市
場
に
盛

ん
に
搬
出
さ
れ
て
い
た
。

　
一
八
七
六
年
に
日
朝
修
好
条
規
が
締
結
さ
れ
朝
鮮
が
開
港
す
る

と
、
不
平
等
条
項
を
積
粁
と
し
て
外
国
産
品
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
、

在
来
の
商
晶
流
通
構
造
を
脅
か
す
よ
う
に
な
る
。
塩
も
例
外
で
は

な
く
、
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
日
本
産
煎
熱
塩
で
あ
っ
た
。
一

八
八
六
年
、
威
鏡
南
道
に
お
け
る
暴
風
雨
に
よ
る
塩
田
の
破
壊
が
、

秋
の
キ
ム
チ
の
漬
け
込
み
時
期
と
も
重
な
っ
て
、
塩
の
欠
乏
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
ら
し
、
日
本
塩
輸
入
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
八

九
〇
年
以
後
の
日
朝
貿
易
の
拡
大
は
、
塩
の
輸
入
量
拡
大
に
も
拍

　
　
　
（
9
）

車
を
掛
け
た
。
ま
た
一
九
〇
三
年
か
ら
は
台
湾
か
ら
の
天
日
塩
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
塩
の
消
費
地
は
、
主
に
釜
山
・
元
山
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

ど
の
開
港
場
付
近
や
慶
尚
南
北
道
に
限
ら
れ
て
お
り
、
一
八
九
七

年
を
境
に
輸
入
量
は
減
少
し
て
い
く
（
表
一
を
参
照
）
。
以
上
の

事
実
は
、
輸
入
日
本
塩
に
対
し
て
朝
鮮
産
塩
が
十
分
な
競
争
力
を

持
ち
、
容
易
に
駆
逐
さ
れ
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
原
因
は
、
第
一
に
日
本
塩
の
晶
質
に
も
あ
っ
た
。
す
な
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わ
ち
「
当
港
（
釜
山
港
　
　
引
用
者
註
）
輸
入
ノ
我
食
塩
ハ
讃
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
こ

坂
出
、
防
州
平
生
産
ヲ
以
テ
最
多
ト
シ
備
後
尾
ノ
道
産
之
二
次
ク

　
　
　
　
＾
マ
官
〕

其
塩
タ
ル
重
二
本
邦
（
日
本
－
引
用
者
註
）
二
於
テ
「
イ
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

シ
」
塩
ト
唱
フ
ル
歯
汁
多
キ
下
等
晶
」
で
あ
り
、
朝
鮮
塩
よ
り
も

不
純
物
が
多
い
た
め
に
塩
分
が
弱
く
、
「
日
本
塩
ヲ
始
テ
使
用
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
み

シ
朝
鮮
人
ハ
大
根
ヲ
漬
ケ
或
ハ
諸
味
ヲ
醸
ス
ニ
自
国
ノ
塩
ト
同
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ヲ
用
ヒ
其
味
ヲ
損
シ
テ
日
本
塩
ヲ
接
斥
セ
シ
コ
ト
モ
」
あ
っ
た
。

　
第
二
に
は
、
日
本
商
人
の
不
法
な
商
行
為
が
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
塩
を
包
装
す
る
五
斗
俵
の
内
容
量
を
三
斗
三
、
四
升
に
ま
で
減

じ
た
り
、
あ
る
い
は
詐
っ
て
法
外
な
価
格
で
売
り
渡
す
な
ど
の
欺

　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

麟
行
為
が
後
を
絶
た
ず
、
瀬
戸
内
の
生
産
地
で
は
日
本
塩
の
信
用

失
墜
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
塩
輸
出
会
社
を
設
立
す
る
動
き
が

　
（
1
5
）

あ
っ
た
が
、
目
立
っ
た
成
果
は
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
第
三
に
、
日
本
か
ら
の
塩
輸
入
量
が
減
少
し
て
い
く
最
も
大
き

な
要
因
は
、
山
東
半
島
か
ら
最
短
距
離
に
位
置
す
る
朝
鮮
の
西
北

海
岸
に
向
け
て
、
安
価
な
中
国
天
日
塩
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
中
国
か
ら
の
輸
入
天
日
塩
は
、
当
初
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
再
輸
出
さ
れ
た
が
、
し
だ
い
に
朝
鮮
内

で
も
消
費
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
九
八
年
頃
か
ら
輸
入
量
が

増
加
、
一
九
〇
三
年
以
後
に
激
増
し
、
日
本
塩
輸
入
量
を
減
少
せ

し
め
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
塩
の
生
産
を
も
圧
迫
し
た
（
表
一
）
。

一
九
一
〇
年
頃
に
な
る
と
中
国
塩
は
、
黄
海
道
・
平
安
南
北
道
な

ど
の
西
北
海
岸
で
は
朝
鮮
塩
を
圧
倒
し
て
し
ま
っ
た
（
表
二
）
。

　
中
国
塩
の
輸
入
量
が
急
増
す
る
直
接
の
契
機
は
不
明
だ
が
、
そ

の
背
景
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
朝
鮮
塩
・
日
本
塩
双
方
が
煎
熱
塩
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
前
述
の
よ
う
に
中
国
塩
が
安
価
な
天
日
塩
で
あ
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
断
片
的
な
記
録
だ
が
、
一
九
〇
七
年
二
月
当
時
の

開
港
場
で
の
百
斤
当
り
塩
価
を
比
較
す
る
と
、
釜
山
で
は
朝
鮮

塩
・
日
本
塩
が
四
・
三
七
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
鎮
南
浦
に
お

け
る
中
国
産
塩
は
一
・
一
六
円
、
ま
た
同
港
で
の
朝
鮮
産
塩
は

　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

一
・
四
四
円
で
あ
っ
た
。
地
理
的
に
か
け
離
れ
た
開
港
場
内
価
格

し
か
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
塩
は
需
要
量
に
よ
り
大
き
く
相
場

が
変
動
す
る
商
晶
な
の
で
、
こ
の
調
査
の
み
で
単
純
に
比
較
す
る

の
は
危
険
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
得
る
こ
と
は
、

鎮
南
浦
に
輸
入
さ
れ
る
中
国
天
日
塩
が
、
低
廉
な
生
産
費
を
武
器

と
し
て
、
朝
鮮
で
相
当
安
価
に
販
売
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
同
時
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
鎮
南
浦
の
朝
鮮
煎
熱
塩
も
ま

た
、
中
国
天
日
塩
と
大
差
な
い
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
圧
倒
的
に
安
価
な
中
国
か
ら
の
輸
入
塩
に
よ
り
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嚢11輸入塩の数量　L

日　本 清　国 台　湾 合　言十

1896年 19，604．809 99．O％ 205，191 1．O％ 19，810，000

97年 27，644，073 99．7％ 76，227 O．3％ 27，720，300

98隼 20，553，601 86．6％ 3，184，699 13．4％ 23，738．300

99年 15，687．503 78．5％ 4，289，097 21．5％ 19，976，600

1900年 13，722，254 91．2％ 1，331，346 8．8％ 15，053，600

1年 15，551，521 71．9％ 6，082，379 28．1％ 21，633，900

2年 7，113，481 54．2％ 6，005，319 45．8％ 13，118，800

3年 10，226，197 33．3％ 20，496，003 66．7％ 30，722，200

4年

5隼 8，084，048 31．0％ 17，121，240 65．6％ 876，000 3．4％ 26，081，288

6年 13，906，069 34．7％ 17，077，056．． 42．6％ 9，131，560 22．8％ 40，114．685

7年 18，390，303 34．O％ 25，966．171 48，O％ 9，720．060 18．O％ 54，106，534

8年 4，653，804 6．2％ 54，705，853 73．3％ 15，232，500 20．4％ 74，592，157

9年 3，538，085 6．1％ 45，610，593 79．1％ 8，495，000 14．7％ 57，643，678

10年 5，289．418 5．7％ 83，324．783 89．3％ 4，680，000 5．O％ 93，294，201

出典：李永鶴論文（謹2を参照）を参考．18蓼6年～1903年の数値は「京釜沿線二於ケル噛ノ需給状況（『通商

　　匁纂』1906年8月）
　　統畠十年報』各年度．

単位：斤．

．1905年～8年はr韓国塩務概況」（1910年7月）．1909年～10年はr朝鮮総督府

表2：朝鮮内各道における塩消費の動向

朝鮮塩生産 朝鮮塩消費 中国塩消費 日本塩消費 台湾塩消費

京畿道 27，500 15，O00 17，000 o 」O

患清北道 O 10，800 4．OOO 200 O
忠清南道 7ρOO． 15，OOO 5，000 O O
全羅北道 4，700 18，OOO O O O
金羅南道 57．400 26，OOO O O o
慶尚北適 7．800 23，700 0 3，800 4，500

慶尚南道 32，1OO 28，700 O 4，100 5，200

江原道 9，000 17，900 O 1，100 O

黄海道 12，300 8，000 20，OOO O O
平安南道 13，200 11，O00 13，OOO O O
平安北道 1，200 900 18，1OO o O
威鏡南道 24，900 17，70P o 300 O
威鏡北道 2，O00 7，300 0 3，700 o

計 200，O00 200，OOO 77，100 13，200 9．700

出典：臓国壇務行政要領』（1910隼）．

単位．ビクル（百斤）．
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圧
迫
さ
れ
つ
つ
あ
う
た
西
北
海
岸
の
在
来
生
産
者
が
、
販
売
価
格

を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
押
し
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
状
況
に
対
応

し
、
自
ら
の
生
産
基
盤
を
守
る
努
力
を
続
け
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
生
産
の
効
率
化
や
労

賃
の
切
り
下
げ
、
あ
る
い
は
手
元
に
残
る
利
潤
の
切
り
つ
め
な
ど

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
生
産
者
の
そ
う
し
た

努
力
に
つ
い
て
、
直
接
に
言
及
し
た
資
料
は
見
当
ら
な
い
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
中
国
塩
の
輸
入
が
劇
的
に
増
大
し
た
背
景
が
、
価
格

に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
右
と
関
連
し
て
第
二
に
は
、
朝
鮮
に
輸
入
さ
れ
を
中
国

産
天
日
塩
の
相
当
量
が
、
密
輸
入
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
性
質
上
、
朝
鮮
内
に
輸
入
さ
れ
る
中
国
塩
の
う

ち
、
い
か
ほ
ど
が
密
輸
入
で
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の

の
、
あ
る
推
計
に
よ
れ
ば
、
仁
川
以
北
各
地
に
正
規
に
輸
入
さ
れ

る
中
国
塩
は
約
二
一
万
石
で
あ
る
が
、
密
輸
入
塩
は
三
〇
万
石
に

　
　
　
　
（
m
）

上
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
塩
は
当
時
の
中
国
で
は
輸
出
禁
止
の
晶
目

で
あ
り
、
中
国
か
ら
の
輸
入
塩
は
中
国
側
の
開
港
場
を
も
通
過
し

な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
か
な
り
の
輸
入
分
が
密
輸
出
入
に

関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
関
税
が
か
か
ら
な
い
分
だ
け

一
層
安
価
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
密
輸
入
の
実
態
に
つ
い
て

は
後
述
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
中
国
塩
の
輸
入
に
よ
っ
て
朝
鮮
内
の
塩
の
生

産
は
大
き
な
打
撃
を
被
り
、
蓑
亡
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
同
時
に
こ
の
時
期
は
、
ま
さ
に
日
本
が
日
露
戦
争
に
乗

じ
て
朝
鮮
へ
の
侵
略
を
強
化
し
、
内
政
に
積
極
的
に
干
渉
し
て
い

く
時
期
に
あ
た
づ
て
お
り
、
塩
業
に
対
し
て
も
、
財
政
改
革
の
一

環
と
し
て
様
々
に
手
が
加
え
ら
れ
た
。
で
は
次
に
、
朝
鮮
塩
業
に

日
本
が
い
か
に
関
与
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

＝
一
統
監
府
に
よ
る
官
営
製
塩
方
針
の
確
定
と
塩
業
改
革

　
日
本
人
に
よ
る
朝
鮮
塩
業
に
関
す
る
初
期
の
調
査
報
告
は
、
最

初
は
日
本
塩
の
販
路
拡
張
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
中
国
塩
輸
入

の
急
増
以
後
、
報
告
の
内
容
は
中
国
塩
に
い
か
に
対
抗
し
つ
つ
朝

鮮
塩
業
の
改
良
を
計
る
べ
き
か
と
い
う
方
向
に
変
わ
っ
て
い
く
。

　
た
と
え
ば
、
報
告
中
に
も
「
韓
国
塩
田
改
良
の
要
点
」
と
い
う

一
項
目
が
付
け
加
え
ら
れ
、
煎
熱
法
の
改
良
に
よ
る
生
産
費
の
節

減
や
、
天
日
塩
田
な
ど
新
式
塩
田
の
築
造
に
よ
る
朝
鮮
塩
業
の
改

　
　
　
　
　
　
　
（
㎜
）

良
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
か
か
る

改
良
の
参
考
と
な
う
た
の
は
、
日
本
の
煎
熱
塩
田
、
台
湾
に
お
け

る
塩
田
開
設
の
所
産
と
し
て
の
天
日
塩
田
築
造
技
術
の
蓄
積
で
あ
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っ
た
。

　
朝
鮮
塩
業
へ
の
日
本
の
関
与
は
、
一
九
〇
四
年
の
い
わ
ゆ
る

「
目
賀
田
改
革
」
以
後
、
朝
鮮
塩
業
改
革
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。

す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
目
賀
田
改
革
で
は
、
貨

幣
整
理
事
業
を
初
め
と
し
た
改
革
が
進
め
ら
れ
、
植
民
地
幣
制
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

立
へ
の
道
を
創
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
朝
鮮
塩
業
に
つ
い
て
も
、

中
国
塩
の
輸
人
増
大
に
よ
る
朝
鮮
塩
生
産
の
低
下
、
及
び
こ
れ
に

伴
う
税
制
の
整
理
が
財
政
上
か
ら
問
題
と
な
り
、
塩
業
調
査
が
行

な
わ
れ
る
に
至
っ
た
。
本
格
的
な
調
査
は
、
一
九
〇
七
年
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
（
”
）

一
年
ま
で
行
な
わ
れ
、
同
時
に
朝
鮮
に
お
け
る
塩
生
産
を
い
か
に

維
持
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

　
当
時
、
統
監
府
の
朝
鮮
塩
生
産
に
対
す
る
現
状
認
識
は
、
「
輸

入
塩
特
二
天
日
製
塩
ノ
価
格
低
廉
ナ
ル
モ
ノ
ニ
競
争
シ
得
サ
ル
カ

為
メ
漸
次
塩
田
ノ
荒
廃
産
額
ノ
減
少
ヲ
見
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
勢
ヒ
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鯛
）

業
ノ
利
益
ヲ
減
殺
サ
レ
ツ
・
ア
ル
ノ
状
況
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

統
監
府
に
お
け
る
課
題
が
、
安
価
な
中
国
天
日
塩
の
輸
入
に
い
か

に
対
応
す
る
か
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
朝
鮮
塩
業
改
革

を
進
め
る
基
本
的
な
目
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
同
顧
問
（
目

賀
田
種
太
郎
－
引
用
者
註
）
ハ
財
政
ヲ
整
理
ス
ル
ニ
ハ
適
当
ノ

財
源
ヲ
要
シ
又
施
政
ノ
改
善
二
伴
ヒ
歳
出
ノ
膨
脹
ヲ
来
ス
ニ
至
ル

ベ
キ
ヲ
以
テ
明
治
四
十
年
（
隆
煕
元
年
）
塩
業
二
関
ス
ル
調
査
二

　
　
（
以
）

着
手
シ
タ
」
の
で
あ
り
、
財
源
の
確
保
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
中
国
塩
の
輸
入
増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
以
下

の
二
つ
の
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
朝
鮮
塩
業
に
対
す
る
何
ら
か
の
関
与
で
あ
る
。
た
と

え
ば
在
来
生
産
者
へ
の
資
金
援
助
な
ど
の
保
護
策
、
あ
る
い
は
生

産
設
備
の
改
良
に
よ
り
生
産
費
を
節
減
し
て
、
販
売
価
格
を
中
国

天
日
塩
の
価
格
に
均
衡
さ
せ
る
な
ど
の
方
策
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
、
中
国
天
日
塩
へ
の
統
制
策
で
あ
り
、
関
税
の
高
率

化
、
あ
る
い
は
輸
入
そ
の
も
の
を
制
限
す
る
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

－
朝
鮮
塩
業
改
革
の
な
か
で
は
、
第
一
の
方
策
が
改
革
の
基
本
方

針
と
な
う
た
。
具
体
的
に
は
、
一
九
〇
四
年
、
こ
ろ
に
朝
鮮
の
塩
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肪
）

改
良
試
験
の
構
想
が
た
て
ら
れ
、
一
九
〇
七
年
、
京
畿
道
仁
川
府

朱
安
に
一
町
歩
の
台
湾
式
天
日
塩
田
、
慶
尚
南
道
東
莱
府
龍
湖
に

二
町
歩
の
日
本
式
煎
熱
塩
田
を
建
設
し
、
同
年
よ
り
試
験
を
行
な

（
脆
）

う
た
。
試
験
の
結
果
、
一
石
当
り
の
生
産
費
は
天
日
塩
が
約
一
円

一
〇
銭
、
煎
熱
塩
が
一
円
五
〇
銭
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
煎
熱
塩

の
試
験
結
果
に
つ
い
て
は
、
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塩
業
ノ
改
良
及
開
拓
奨
励
ノ
結
果
二
依
リ
将
来
ヲ
計
ル
ニ
・
：

　
外
塩
ノ
輸
入
ヲ
仰
ガ
ス
ト
モ
当
国
ノ
需
要
ヲ
満
タ
シ
得
ル
ノ
ミ

　
ナ
ラ
ス
ソ
ノ
生
産
費
二
於
テ
モ
従
来
ヨ
リ
約
一
円
ヲ
減
少
シ
得

　
ヘ
キ
ヲ
以
テ
外
塩
ノ
圧
迫
若
ク
ハ
競
争
等
ニ
ヨ
リ
仮
令
現
在
ノ

　
価
格
ガ
下
落
シ
テ
石
二
付
一
円
五
六
十
銭
（
現
在
石
二
付
二
、

　
五
〇
円
）
マ
デ
ニ
至
ル
モ
尚
当
国
ノ
塩
業
ハ
維
持
シ
得
ヘ
キ

　
（
2
7
）

　
ナ
リ

と
し
て
、
朝
鮮
産
煎
熱
塩
で
も
十
分
に
中
国
産
天
日
塩
に
対
抗
で

き
る
と
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
的
な
結
論
は
「
天
日
製
塩
ハ
好
成
績
ヲ

収
メ
朝
鮮
二
於
テ
確
実
二
成
立
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
確
カ
メ
…
…
清
国
、

台
湾
等
ノ
天
日
製
塩
二
比
シ
決
シ
テ
遜
色
ヲ
認
メ
ザ
ル
ノ
好
果
ヲ

収
メ
得
タ
リ
然
ル
ニ
煎
熱
塩
ハ
生
産
費
ノ
節
約
困
難
ニ
シ
テ
到
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

天
日
塩
二
対
抗
ス
ル
コ
ト
困
難
ナ
ル
ヲ
確
メ
得
タ
リ
」
と
し
て
、

朝
鮮
に
お
け
る
煎
熱
塩
生
産
の
可
能
性
が
否
定
さ
れ
、
天
日
塩
田

開
設
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
が
、
天
日
塩
の
民
間
生
産
に
は
否

定
的
で
あ
り
、
政
府
自
ら
が
天
日
塩
田
を
築
造
・
経
営
す
る
、
い

わ
ば
「
官
業
製
塩
」
の
形
式
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
し
か
も
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
う
し
た
構
想
自
体
が
、
少
な
く
と
も
塩
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

試
験
以
前
の
一
九
〇
四
年
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
見
て
、

塩
田
試
験
開
始
当
初
よ
り
官
業
製
塩
実
現
を
目
標
と
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
方
針
が
い
つ
正
式
に
決
定
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
正
確
な

日
時
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
九
〇
七
年
一
〇
月
二
二
日
に
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

日
塩
田
で
製
造
さ
れ
た
塩
の
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
一

九
〇
九
年
に
は
官
営
天
日
塩
田
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら

考
え
て
、
お
そ
ら
く
は
一
九
〇
八
年
頃
に
は
決
定
が
下
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
一
四
年
ま
で
に
京
畿
遣
朱
安
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

平
安
南
適
広
梁
湾
に
一
〇
三
三
町
歩
に
及
ぶ
塩
田
が
完
成
し
た
。

一
方
、
建
設
に
先
立
つ
一
九
〇
七
年
一
〇
月
に
は
度
支
部
大
臣
よ

り
、
「
塩
務
行
政
ノ
計
画
ニ
モ
影
響
ス
ル
」
た
め
に
、
民
間
人
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駆
）

よ
び
外
国
人
に
よ
る
天
日
塩
田
開
設
禁
止
の
訓
令
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
「
韓
国
二
於
テ
天
日
製
塩
ヲ

自
曲
二
製
造
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
シ
タ
ル
暁
二
於
テ
ハ
各
自
競
フ
テ
天

日
製
造
ヲ
企
業
ス
ヘ
シ
…
・
－
故
二
現
今
以
上
ノ
勢
ヲ
以
テ
従
来
式

煎
熱
塩
ヲ
市
場
ヨ
リ
駆
逐
シ
去
ル
ハ
明
瞭
ニ
シ
テ
…
…
韓
国
二
於

ケ
ル
旧
塩
田
数
千
町
歩
ハ
徒
ラ
ニ
荒
廃
二
帰
シ
且
ツ
遊
民
ヲ
救
済

ス
ヘ
キ
途
ナ
」
く
、
ま
た
第
二
に
、
「
内
国
塩
業
不
統
一
ノ
結
果

ハ
外
塩
ノ
輸
入
ヲ
増
進
シ
内
国
塩
業
ノ
衰
退
ヲ
来
」
す
の
で
「
前

述
ノ
如
ク
塩
業
ノ
衰
退
ヲ
来
タ
サ
ハ
政
府
ノ
財
政
ヲ
助
ル
コ
ト
能
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ハ
サ
ル
ハ
勿
論
輸
入
塩
ト
ノ
対
抗
上
少
許
ノ
課
税
ヲ
モ
為
シ
能
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎚
）

サ
ル
ニ
至
ル
ヤ
知
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

民
闇
に
天
日
塩
田
開
設
を
許
可
す
れ
ぱ
、
生
産
に
混
乱
を
来
し
、

一
層
塩
業
が
衰
退
し
、
ひ
い
て
は
政
府
の
財
政
収
入
に
も
支
障
を

来
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
比
し
て
、
官
業
に
よ
る
製
塩
は
、
ま
ず
、
「
韓
国
ノ
如

キ
財
源
二
乏
シ
キ
国
二
在
リ
テ
ハ
」
恰
好
の
財
源
と
な
り
、
「
他

日
相
当
ノ
時
期
二
於
テ
国
庫
ノ
必
要
二
随
ヒ
多
大
ノ
経
費
何
等
ノ

障
碍
ナ
ク
容
易
二
製
造
専
売
制
ヲ
実
施
シ
得
ヘ
シ
」
と
し
、
し
か

も
、
「
国
庫
ノ
純
収
入
ハ
消
費
税
又
ハ
販
売
専
売
二
依
ル
モ
ノ
ニ
比

シ
遥
二
巨
大
」
で
あ
り
、
第
二
に
「
最
大
ノ
大
企
業
ナ
ル
カ
故
二

統
一
ヲ
欠
キ
タ
ル
個
人
ノ
小
組
織
企
業
二
比
シ
大
二
塩
ノ
生
産
費

ヲ
節
約
減
少
」
し
、
「
個
人
企
業
ト
シ
テ
少
数
者
二
利
益
ヲ
独
占

セ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
宜
シ
ク
国
家
事
業
ト
シ
テ
一
般

国
民
二
其
恵
ヲ
分
ツ
」
こ
と
が
可
能
た
と
す
る
。
そ
し
て
第
三
に
、

「
消
費
者
二
一
定
ノ
価
格
ヲ
以
テ
安
全
二
供
給
シ
得
ヘ
ク
…
…
産

業
政
策
上
ノ
必
要
二
応
シ
…
…
特
別
低
廉
ノ
価
格
ヲ
以
テ
販
売
シ

之
ヲ
保
護
奨
励
」
で
き
、
さ
ら
に
外
国
塩
に
対
し
て
は
、
安
価
な

「
天
日
製
塩
官
営
ノ
暁
二
於
テ
ハ
事
実
上
輸
入
塩
ヲ
杜
絶
ス
ル
ニ

至
ル
ヘ
キ
ヲ
以
テ
国
家
経
済
上
重
大
ノ
利
益
ア
リ
」
と
い
う
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銚
）

に
、
経
済
的
・
財
政
的
な
面
で
、
有
利
だ
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
に
財
源
の
確
保
と
将
来
の
専
売
制
へ
の
移
行
が
構
想
さ
れ
、

第
二
に
国
家
事
業
と
し
て
の
有
用
性
が
、
第
三
に
経
済
政
策
と
し

て
の
利
益
が
、
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
在
来
の
製
塩
業
者
に
対
し
て
は
い
か
な
る
対
策
が
と
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
旧
来
ノ
塩
田
ハ
之
ヲ
政
府
二
於
テ
買
収
シ
旧
来
ノ
製
塩
業
者

　
二
転
業
ノ
資
ヲ
得
セ
シ
メ
政
府
ハ
買
上
塩
田
ノ
利
用
ヲ
講
究
シ

　
其
ノ
結
果
従
来
ノ
従
業
者
ハ
相
当
ノ
業
務
二
従
事
ス
ル
コ
ト
ヲ

　
得
ベ
ク
尚
旧
従
業
者
中
ニ
ハ
之
ヲ
天
日
製
塩
ノ
労
働
等
二
従
事

　
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
ガ
故
二
旧
来
ノ
製
造
業
二
従
事
シ
タ

　
ル
者
ハ
旧
塩
業
廃
滅
ノ
為
忽
チ
失
業
ノ
悲
境
二
沈
浦
ス
ル
コ
ト

　
　
　
　
（
肪
）

　
ナ
カ
ル
ベ
シ

と
い
う
よ
う
に
救
済
策
と
し
て
、
民
間
塩
田
の
買
い
上
げ
な
ど
が

一
不
さ
れ
て
い
た
が
、

　
　
古
来
ノ
生
業
ヲ
失
フ
煎
熱
塩
製
造
者
ヲ
救
済
ス
ル
為
出
来
得

　
ベ
ク
ン
バ
其
ノ
塩
田
ヲ
買
収
ス
ル
コ
ト
ト
為
サ
ン
ト
セ
シ
モ
之

　
ヲ
買
収
ス
ル
ニ
ハ
相
当
ノ
資
金
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
財
政
上
之
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
実
行
ス
ル
ニ
至
ラ
ズ
シ
テ
止
ミ
タ
リ

と
い
う
理
由
で
、
結
局
在
来
の
塩
生
産
者
に
つ
い
て
は
、
何
等
具
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（145）統監府の塩業政策について

体
的
な
救
済
策
は
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
方
針
に
対
し
て
、
塩
業
改
革
に
携
わ
っ
た
日
本

人
技
師
か
ら
計
画
反
対
の
意
見
書
が
出
さ
れ
た
。
塩
田
技
師
塚
本

遺
遠
は
、
官
業
生
産
に
よ
る
塩
（
官
塩
）
の
設
定
価
格
が
中
国
塩

に
比
べ
高
価
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
経
営
に
関
し
て
、
塩
生
産
予
定

額
は
過
大
で
、
生
産
費
は
過
少
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て

（
訓
）

い
る
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
、

　
　
韓
人
ハ
清
国
塩
ハ
韓
国
塩
ノ
如
ク
嗜
好
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
仮
リ

　
ニ
清
国
塩
ト
韓
国
塩
ト
同
価
格
ナ
レ
バ
恐
ラ
ク
ハ
一
人
ノ
清
国

　
塩
ヲ
用
ユ
ル
モ
ノ
ナ
カ
ル
ベ
シ
然
ル
ニ
今
日
清
国
塩
ノ
輸
入
ノ

　
日
ヲ
逐
フ
テ
増
加
ス
ル
ハ
其
低
廉
ナ
ル
カ
為
メ
ニ
生
計
上
已
ヲ

　
得
ズ
嗜
好
ヲ
捨
テ
・
之
レ
ニ
赴
ク
モ
ノ
ト
言
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

　
此
ノ
案
ノ
如
ク
ン
バ
寧
口
韓
国
人
ヲ
シ
テ
嗜
好
ヲ
全
ク
拠
タ
シ

　
メ
テ
尚
其
ノ
生
計
上
ノ
利
得
ノ
幾
分
ヲ
奪
ヒ
去
リ
テ
政
府
ノ
収

　
入
ト
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
従
テ
案
ノ
如
キ
急
激
ノ
方
法
ヲ
取
ル
ハ
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
慮
ヲ
要
ス
ル
点
ナ
リ
ト
ス

と
し
、
朝
鮮
人
が
、
元
来
煎
熱
塩
を
嗜
好
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、

財
政
収
入
増
大
の
目
的
の
た
め
に
煎
蒸
塩
生
産
を
ま
す
ま
す
窮
地

に
追
い
や
る
よ
う
な
統
監
府
の
方
針
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

　
ま
た
塚
本
と
同
様
に
塩
田
技
師
で
あ
っ
た
庵
原
文
一
は
、
次
の

よ
う
な
反
対
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
官

営
塩
田
の
築
造
が
在
来
の
塩
業
者
を
苦
況
に
追
い
込
む
こ
と
、
第

二
に
、
官
営
塩
田
の
築
造
、
経
営
の
た
め
の
費
用
は
結
局
国
民
に

負
担
を
強
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
天
日
製
塩
法
自
体
が
適
当
か
ど

う
か
、
ま
だ
「
試
験
時
代
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
恰
モ

確
実
動
カ
サ
ル
モ
ノ
・
如
ク
思
惟
シ
此
方
法
ヲ
以
テ
官
営
的
事
業

ノ
基
礎
ト
為
サ
ン
ト
ス
ル
カ
如
キ
ハ
実
二
軽
率
モ
甚
シ
カ
ル
ヘ

ク
」
、
む
し
ろ
積
極
的
に
塩
田
の
開
墾
を
奨
励
す
る
と
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

在
来
製
塩
法
の
改
良
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、
「
是
等
官
営
主
義
者
ハ
単
二
机
上
ノ
算
測
ニ
ノ
ミ
拠
リ
空

中
楼
閣
ヲ
画
キ
其
実
質
ヲ
研
鑛
シ
又
国
民
二
及
ホ
ス
影
響
如
何
ヲ

辮
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
官
業
塩
田
築
造
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

の
推
進
を
批
判
し
て
い
る
。

　
右
の
よ
う
な
反
対
論
が
日
本
人
技
師
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
状
況

下
で
、
な
ぜ
官
業
塩
田
建
設
計
画
が
進
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
統
監
府
側
の
関
心
は
い
か
に
財
政
収
入
を
増
や

す
か
に
あ
り
、
在
来
の
塩
生
産
を
保
護
す
る
よ
り
は
、
官
業
塩
田

を
築
造
し
、
将
来
、
専
売
制
へ
移
行
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
、
は
る

か
に
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
統
監
府
内
の
計
画
に
お
い
て
は
何
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よ
り
も
、
「
合
理
的
・
近
代
的
」
な
塩
田
の
築
造
と
財
政
の
確
保

が
達
成
す
べ
き
課
題
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
統
監
府
の
朝
鮮
塩
業
改
革
を
中
心
に
見
て
来
た
。
次
に

中
国
塩
の
統
制
に
関
す
る
統
監
府
側
の
認
識
を
見
て
み
よ
う
。

　
中
国
塩
統
制
に
は
「
日
本
二
於
ケ
ル
専
売
制
度
ノ
如
ク
外
国
輸

入
塩
ヲ
禁
止
ス
ル
カ
或
ハ
高
率
ナ
ル
輸
入
税
ヲ
課
シ
以
テ
韓
国
煎

蒸
塩
ノ
価
格
ト
権
衡
ヲ
保
タ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
」
る
が
、
「
斯
ノ
如

キ
政
策
ハ
人
為
的
二
塩
価
ヲ
高
カ
メ
一
般
人
民
ノ
負
担
ヲ
苛
重
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仙
）

シ
経
済
上
不
利
益
弊
害
一
ニ
シ
テ
足
ラ
サ
ル
」
と
い
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
結
論
的
に
言
え
ば
、
輸
入
塩
の
統
制
が
行
な
わ

れ
な
か
っ
た
理
由
は
現
実
問
題
と
し
て
外
国
塩
の
流
入
を
防
遇
で

き
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
先
述
し
た
よ
う
に
、

中
国
塩
大
量
輸
入
の
な
か
で
過
半
を
占
め
た
の
は
、
密
輸
入
塩
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
黄
海
道
の
事
例
を
中
心
に
見
る
こ
と

と
し
よ
う
。

　
当
時
、
清
の
商
人
に
よ
っ
て
密
輸
入
さ
れ
た
晶
目
は
多
岐
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

・
た
っ
た
が
、
中
で
も
塩
は
、
最
も
取
引
の
多
い
貿
易
品
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
古
来
本
道
（
黄
海
道
　
　
引
用
者
註
）
沿
岸
魚
類
豊
富
二
漁

　
業
盛
ン
ナ
ル
ヲ
以
テ
…
…
此
等
ノ
魚
類
ヲ
遠
隔
ノ
地
二
輸
送
ス

　
ル
ニ
ハ
之
ヲ
塩
漬
ニ
シ
テ
其
腐
敗
ヲ
防
ク
ノ
要
ア
リ
故
二
此
際

　
要
ス
ル
所
ノ
塩
ハ
其
量
実
二
多
大
ニ
シ
テ
到
底
此
地
方
ノ
産
塩

　
ノ
ミ
ヲ
以
テ
充
足
ス
ル
能
ハ
ス
シ
テ
寧
口
反
比
例
二
塩
ノ
供
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

　
不
十
分
ナ
ル
ニ
冒
リ
勢
ヒ
此
ヲ
他
二
仰
カ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
西
岸
の
漁
場
に
お
け
る
塩
不
足
が
外
国
塩
の

輸
入
拡
大
の
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

　
　
殊
二
近
年
二
至
リ
テ
ハ
（
黄
海
道
は
）
前
二
仁
川
港
ヲ
控
へ

　
後
二
鎮
南
浦
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
貿
易
船
舶
ノ
本
遣
沿
岸
二
往
来

　
ス
ル
コ
ト
実
二
頻
繁
ト
ナ
リ
シ
カ
後
チ
全
国
各
開
港
場
二
税
関

　
ヲ
設
置
シ
テ
輸
入
物
二
課
税
ス
ル
ニ
及
ヒ
狡
猜
ナ
ル
清
国
商
船

　
及
漁
船
ハ
税
関
監
視
員
ノ
目
ヲ
盗
ミ
テ
本
道
沿
岸
貿
易
ヲ
許
可

　
セ
ラ
レ
サ
ル
土
地
二
密
輸
入
ヲ
試
ミ
又
ハ
免
許
ヲ
得
ス
シ
テ
窓

　
二
近
海
二
集
合
ス
ル
魚
族
ヲ
捕
獲
ス
ル
等
韓
国
ノ
法
規
官
憲
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
無
視
ス
ル
ノ
行
動
甚
タ
シ
ク
以
テ
今
日
二
及
ヘ
リ

と
い
う
よ
う
に
、
中
国
商
人
に
よ
る
密
輸
入
は
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
朝
鮮
近
海
に
お
い
て
盛
・

ん
で
あ
っ
た
中
国
漁
船
に
よ
る
密
漁
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
彼
ら
は
売
買
の
対
価
と
し
て
、
薪
・
米
・
大
豆
・
麦
な

　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

ど
を
購
入
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
清
国
商
船
ノ
来
ル
ハ
昔
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
価
）

リ
ノ
習
慣
ニ
シ
テ
若
シ
来
ラ
サ
レ
ハ
塩
ノ
需
給
二
苦
シ
ム
ヲ
常
」
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と
し
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
塩
の
密
輸
入
は
一
面
に
お
い
て
、

黄
海
を
挟
ん
だ
朝
鮮
・
中
国
両
地
域
間
の
商
晶
流
通
を
前
提
条
件

と
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
ヶ
。

　
こ
の
対
策
と
し
て
、
密
輸
入
船
の
来
航
が
多
い
港
湾
に
税
関
監

視
所
が
増
設
さ
れ
た
。
一
九
〇
七
年
に
は
平
安
北
道
に
三
カ
所
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

黄
海
道
に
二
力
所
の
監
視
所
が
設
置
さ
れ
、
取
締
の
結
果
、
仁
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柵
）

港
で
は
塩
の
輸
入
高
が
激
増
し
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
当
時

の
記
録
で
は
、
こ
の
増
加
は
、
仁
川
の
醤
油
会
社
に
よ
る
日
本
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

ら
の
輸
入
分
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
監
視
所
増
設
の

「
成
果
」
を
誇
る
記
述
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
当
時
の
監
視
所
は
、

　
　
韓
人
家
屋
三
軒
ヨ
リ
成
レ
ル
監
視
署
ト
三
名
ヨ
リ
成
レ
ル
署

　
員
ト
ヲ
以
テ
十
分
二
此
広
大
ナ
ル
沿
岸
ノ
密
輸
出
入
及
密
漁
猟

　
ヲ
監
視
ス
ル
コ
ト
難
キ
而
已
ナ
ラ
ス
沿
岸
ヲ
巡
回
ス
ヘ
キ
一
ノ

　
船
舶
ナ
ク
単
二
陸
路
ニ
ヨ
リ
テ
海
岸
線
二
沿
ヒ
徒
歩
出
張
巡
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帥
）

　
ス
ル
ノ
実
況
ナ
レ
ハ
其
効
果
ノ
多
大
ナ
ル
能
ハ
サ
ル

と
い
う
実
情
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
一
九
〇
〇
年
代
後
半

期
に
お
け
る
税
関
取
締
体
制
は
未
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
統
監
府
に
よ
る
中
国
輸
入
塩
防
遇
・
統
制
は

全
く
実
現
不
可
能
な
状
況
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

・
四
　
結
び
に
代
え
て

　
朝
鮮
開
港
以
後
の
外
国
貿
易
の
飛
躍
的
な
拡
大
に
伴
う
、
密
輸

入
塩
を
含
む
安
価
な
中
国
塩
の
流
入
は
、
朝
鮮
在
来
の
塩
業
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
特
に
一
八
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の
中
国

産
天
日
塩
の
輸
入
拡
大
、
一
九
〇
〇
年
代
前
半
以
後
の
激
増
は
、

在
来
塩
業
の
衰
退
を
も
た
ら
し
た
。

　
中
国
塩
輸
入
増
加
の
原
因
は
、
何
よ
り
も
そ
の
廉
価
に
あ
っ
た
。

し
か
も
輸
人
の
う
ち
の
多
数
は
、
開
港
場
を
経
由
し
な
い
密
輸
入

塩
で
あ
っ
た
た
め
、
関
税
が
賦
課
さ
れ
な
い
だ
け
、
一
層
安
価
で

あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
一
九
〇
〇
年
代
以
後
に
お
け
る
朝
鮮
へ

の
輸
入
塩
は
、
中
国
の
山
東
半
島
と
朝
鮮
の
西
北
海
岸
と
の
問
の

商
品
流
通
構
造
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
多
く
が
、
国
家
間
貿
易
の

間
隙
を
縫
っ
た
形
で
輸
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
密
輸

出
入
商
品
の
流
通
は
、
鴨
緑
江
な
ど
の
国
境
河
川
沿
い
で
も
行
な

わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
制
約
上
、
別
稿

を
期
し
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
情
勢
下
で
朝
鮮
塩
業
改
革
を
遂
行
し
た
統
監
府

は
、
民
間
塩
業
者
の
保
護
・
育
成
政
策
を
切
り
捨
て
る
一
方
、
財

源
の
確
保
を
狙
っ
た
官
営
天
日
塩
田
の
建
設
計
画
を
推
し
進
め
た
。
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そ
し
て
、
そ
れ
は
塩
業
改
革
と
い
う
名
目
で
目
指
さ
れ
た
「
朝
鮮

塩
業
の
近
代
化
」
の
本
質
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
方
針
は
、
単
に
日
本
の
窓
意
的
・
強

圧
的
な
政
策
の
あ
り
方
の
み
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
一

面
に
お
い
て
、
中
国
塩
の
大
量
流
入
と
い
う
状
況
、
そ
し
て
そ
の

流
入
を
全
く
阻
止
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
前
提
条
件
が
統

監
府
の
塩
業
政
策
を
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
官
塩
の
生
産
は
予
想
ほ
ど
に
は
生
産
が
伸
び
ず
、
ま

た
価
格
も
中
国
塩
を
上
回
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
販
路
は
常
に
中

国
塩
に
よ
ウ
て
脅
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
統
監
府
の
政
策
を

引
き
継
い
だ
朝
鮮
総
督
府
が
最
終
的
に
輸
入
塩
に
対
す
る
統
制
権

を
確
立
す
る
の
は
、
一
九
三
〇
年
三
月
公
布
の
「
塩
ノ
輸
入
又
ハ

移
入
二
関
ス
ル
件
（
塩
の
輸
移
入
管
理
令
）
」
（
制
令
第
一
号
）
に

よ
っ
て
で
あ
り
、
専
売
制
を
施
行
し
得
た
の
は
実
に
一
九
四
二
年

　
　
　
　
　
　
（
訓
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
中
国
天
日
塩
の
輸
入
増
加
、
官
営
天
日
塩
田
の
築
造
は
、
そ
の

後
の
朝
鮮
内
に
お
け
る
塩
流
通
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
在
来
の
煎
熱
塩
生
産
者

が
、
内
外
の
天
日
塩
流
通
下
で
の
、
い
わ
ぱ
「
二
重
の
外
圧
」
に

よ
っ
て
、
再
生
産
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
中
で
、
こ
の
危
機
に
い

か
に
対
処
し
、
自
ら
の
生
産
基
盤
を
守
っ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う

生
産
者
側
か
ら
の
視
点
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
具
体
的
な
様
相
に
つ

い
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

（
1
）
　
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
日
本
で
は
、
近
代
朝
鮮
に
お
け
る
塩
の

　
生
産
・
流
通
に
関
す
る
論
考
は
な
い
。
概
論
と
し
て
は
渡
辺
惇
「
外

　
地
塩
業
と
日
本
塩
業
」
（
日
本
専
売
公
社
編
『
日
本
塩
業
大
系
』
近

　
代
（
稿
）
、
一
九
八
二
隼
）
が
あ
り
、
塩
の
生
産
技
術
に
つ
い
て
は
、

村
上
正
祥
「
朝
鮮
の
在
来
製
塩
法
に
つ
い
て
ω
・
ω
」
（
『
日
本
塩
業

　
の
研
究
』
二
〇
・
二
一
、
一
九
九
一
年
六
月
・
一
九
九
二
年
六
月
）

　
が
あ
る
。

（
2
）
　
韓
国
で
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
李
永
鶴
「
開
港
期
　
製
塩
業
剛

　
剛
祉
　
せ
平
－
資
本
制
約
経
営
。
｛
　
そ
利
。
三
」
（
『
韓
国
文
化
』

　
二
一
、
ソ
ウ
ル
、
一
九
九
一
年
二
月
）
、
お
よ
ぴ
金
在
完
「
朝
鮮
後

期
塩
判
生
産
・
流
通
剛
せ
祉
研
究
－
漢
江
流
域
音
そ
づ
自
一

　
王
」
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
、
地
理
学
科
修
士
学
位
論
文
、
一
九
九
二
年
）

　
を
参
照
。

（
3
）
　
前
掲
、
李
永
鶴
論
文
を
参
照
。

（
4
）
　
小
沢
利
雄
「
東
お
よ
ぴ
東
南
ア
ジ
ア
の
塩
田
製
塩
法
の
地
域
差

　
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
塩
業
の
研
究
』
二
一
、
一
九
九
二
年
六
月
）
の

　
整
理
に
よ
る
。

（
5
）
　
後
に
統
監
府
・
朝
鮮
総
督
府
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
西
海
岸
に
天
日

塩
田
が
建
設
さ
れ
て
い
く
が
、
建
設
中
も
建
設
後
も
た
ぴ
た
び
堤
防

　
の
決
壊
に
悩
ま
さ
れ
た
。
た
と
え
ぱ
一
九
二
一
年
か
ら
京
畿
道
始
興
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郡
君
子
面
に
建
設
が
着
手
さ
れ
た
君
子
塩
田
は
、
堤
防
の
決
壊
が
重

　
な
り
、
完
成
ま
で
に
三
年
五
カ
月
の
歳
月
と
一
四
〇
万
八
千
円
の
工

事
費
、
延
ぺ
約
一
〇
万
人
の
労
働
者
と
を
必
要
と
し
た
（
石
橋
雅
威

　
編
『
朝
鮮
の
塩
業
』
友
邦
協
会
、
一
九
八
三
年
、
九
四
｛
七
頁
）
。

（
6
）
　
「
韓
国
食
塩
産
出
額
及
内
国
消
費
額
」
（
『
地
学
雑
誌
』
ニ
ハ
巻

　
一
九
一
号
、
一
九
〇
四
年
一
一
月
）
七
一
三
頁
。

（
7
）
　
前
掲
、
村
上
正
祥
論
文
、
二
二
四
頁
。

（
8
）
　
「
朝
鮮
国
元
山
港
日
本
食
塩
ノ
商
況
」
（
『
通
商
報
告
』
二
一
、

　
一
八
八
七
年
五
月
）
九
頁
。

（
9
）
　
「
釜
山
港
二
於
ケ
ル
日
本
食
塩
商
況
」
（
『
官
報
」
二
八
七
六
、

　
一
八
九
三
年
二
月
）
二
三
貢
、
に
よ
れ
ば
、
釜
山
港
へ
輸
入
さ
れ
た

　
日
本
産
塩
は
、
一
八
八
九
年
に
は
二
六
四
九
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
九

　
〇
年
に
は
三
二
四
一
九
ト
ン
、
九
一
年
に
は
八
六
八
二
三
ト
ン
に
上

　
ウ
て
い
る
（
仁
川
二
兀
山
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ソ
ク
ヘ
の
再
輸
出
分
を

　
除
く
）
。

（
1
0
）
　
台
湾
総
督
府
尊
売
局
『
台
湾
専
売
志
』
（
一
九
二
五
年
）
四
七

　
六
頁
。

（
1
1
）
　
農
商
工
部
水
産
局
編
『
韓
国
水
産
誌
』
（
第
一
輯
、
一
九
〇
八

　
年
）
五
八
四
頁
。

（
1
2
）
　
前
掲
、
「
釜
山
港
二
於
ケ
ル
日
本
食
塩
商
況
」
二
三
貢
。

（
1
3
）
　
同
右
、
二
四
頁
。

（
1
4
）
　
「
朝
鮮
国
元
山
港
輸
入
日
本
食
塩
販
路
上
ノ
注
意
」
（
『
通
商
報

　
告
』
三
五
、
一
八
八
七
年
九
月
）
一
一
頁
。

（
1
5
）
　
「
食
塩
輸
出
会
社
設
立
趣
意
書
（
一
八
八
七
年
一
一
月
）
」
（
『
日

　
本
塩
業
大
系
』
近
・
現
代
資
料
篇
一
、
日
本
専
売
公
社
、
一
九
七
五

年
三
月
）
四
〇
九
頁
、
に
よ
れ
ぱ
、
設
立
の
目
的
は
当
時
の
状
況
が

「
朝
鮮
国
へ
食
塩
輸
入
ハ
明
治
十
七
年
以
来
年
々
増
加
シ
彼
国
ノ
製

塩
ヲ
圧
倒
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢
二
際
シ
目
下
ノ
小
利
ヲ
貧
ル
モ
ノ
輩
出

　
シ
、
為
メ
ニ
塩
価
非
常
ノ
高
低
ヲ
生
シ
価
格
一
定
セ
サ
ル
ヨ
リ
終
二

韓
人
ノ
信
用
ヲ
失
ヒ
、
大
二
開
ケ
ン
ト
ス
ル
ノ
販
路
却
テ
閉
塞
ス
ル

　
ノ
状
況
ヲ
顕
出
セ
ル
」
た
め
、
食
塩
輸
出
会
社
を
設
立
し
て
価
格
の

安
定
化
と
販
路
の
拡
張
と
を
め
ざ
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
1
6
）
「
仁
川
港
二
於
ケ
ル
清
国
産
食
塩
再
輸
出
景
況
」
（
『
官
報
』
二

　
八
〇
三
、
一
八
九
二
年
一
〇
月
）
三
〇
六
頁
、
に
よ
れ
ぱ
、
朝
鮮
に

輸
入
さ
れ
る
中
国
塩
産
地
は
、
江
蘇
省
・
山
東
省
地
方
で
あ
り
、
中

　
で
も
姻
台
・
石
島
が
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
前
掲
、
『
韓
国

　
水
産
誌
』
（
第
一
輯
、
一
九
〇
八
年
）
五
八
四
頁
、
に
よ
れ
ば
、
中

　
国
塩
は
「
鴨
緑
江
、
大
寧
江
、
清
川
江
、
大
同
江
、
載
寧
江
、
臨
津

　
江
、
礼
成
江
の
流
域
地
方
及
平
安
南
北
道
、
黄
海
道
、
京
畿
道
の
沿

　
岸
地
方
に
供
給
せ
ら
る
、
又
近
隼
に
至
り
て
群
山
及
錦
江
方
項
江

　
（
全
州
江
）
の
流
域
を
犯
し
、
尚
京
釜
鉄
道
沿
線
の
金
泉
、
大
邸
並

　
に
釜
山
元
山
又
城
津
付
近
に
侵
入
す
る
に
至
」
う
た
。

（
1
7
）
　
前
掲
、
「
仁
川
港
二
於
ケ
ル
清
国
産
食
塩
再
輸
出
景
況
」
三
〇

　
六
頁
。

（
1
8
）
　
「
天
日
製
塩
官
業
計
画
書
（
手
稿
）
」
（
『
韓
国
塩
業
に
関
す
る
参

　
考
書
類
』
一
九
〇
九
、
［
大
分
県
中
津
市
稲
浦
家
所
蔵
『
稲
浦
家
文

　
書
』
］
に
収
録
）
中
の
一
九
〇
七
年
二
月
調
査
に
よ
る
。

（
1
9
）
渡
辺
為
吉
「
密
輸
入
塩
状
況
調
査
」
（
『
財
務
週
報
』
三
六
号
付

　
録
、
一
九
〇
七
年
）
二
七
頁
。

（
2
0
）
　
「
韓
国
塩
田
状
況
」
（
『
通
商
彙
纂
』
二
七
、
一
九
〇
六
年
五
月
）
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三
二
員
。

（
2
1
）
　
目
賀
田
改
革
の
意
義
、
内
容
に
関
し
て
は
、
村
上
勝
彦
「
第
一

　
銀
行
朝
鮮
支
店
と
植
民
地
金
融
」
（
『
土
地
制
度
史
学
』
六
一
、
一
九

　
七
三
年
一
〇
月
）
、
お
よ
ぴ
羽
鳥
敬
彦
『
朝
鮮
に
お
け
る
植
民
地
幣

　
制
の
形
成
』
（
未
来
社
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
。

（
2
2
）
朝
鮮
総
督
府
専
売
局
編
『
朝
鮮
専
売
史
』
（
第
三
巻
、
一
九
三

　
六
年
）
二
七
五
頁
。

（
2
3
）
度
支
部
臨
時
財
源
調
査
局
『
韓
国
塩
務
行
政
要
領
』
（
一
九
一

　
〇
年
、
前
掲
、
『
稲
浦
家
文
書
』
所
収
）
八
頁
。

（
2
4
）
　
前
掲
、
『
朝
鮮
専
売
史
』
（
第
三
巻
）
二
七
五
頁
。

（
2
5
）
木
浦
頷
事
若
松
兎
三
郎
「
製
塩
業
試
験
場
に
関
す
る
件
」
（
外

　
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
宛
書
簡
、
一
九
〇
四
年
八
月
三
一
日
、
外
交
資

　
料
館
所
蔵
『
韓
国
塩
業
関
係
雑
纂
』
整
理
番
号
三
－
五
－
八
－
九
〇
、

　
所
収
）
。

（
2
6
）
　
前
掲
、
『
朝
鮮
専
売
史
』
（
第
三
巻
）
二
九
七
頁
。

（
2
7
）
「
韓
国
製
塩
業
ノ
現
在
及
将
来
」
（
手
稿
。
執
筆
年
不
詳
だ
が
、

　
煎
熱
塩
田
試
験
の
結
果
を
記
録
し
た
も
の
で
、
一
九
〇
〇
年
代
後
半

　
に
書
か
れ
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
農
商
工
部

　
『
韓
国
塩
業
に
関
す
る
審
類
』
所
収
）
。

（
2
8
）
前
掲
、
『
朝
鮮
専
売
史
』
（
第
三
巻
）
二
九
七
頁
。

（
2
9
）
木
浦
領
事
若
松
兎
三
郎
『
韓
国
塩
業
を
我
官
業
と
な
す
義
に
付

　
調
査
方
上
申
の
件
」
（
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
宛
書
簡
、
一
九
〇
四

年
七
月
七
日
、
前
掲
『
韓
国
塩
業
関
係
雑
纂
』
所
収
）
。

（
3
0
）
　
「
朱
安
天
日
製
塩
試
験
成
績
」
（
『
財
務
週
報
』
二
二
、
一
九
〇

　
七
年
一
一
月
）
三
八
五
頁
。

（
3
1
）
　
前
掲
、
『
朝
鮮
専
売
史
』
（
第
三
巻
）
三
〇
一
｛
二
頁
。

（
3
2
）
　
同
右
、
二
八
四
頁
。

（
3
3
）
　
前
掲
、
『
韓
国
塩
務
行
政
要
領
』
九
－
一
〇
頁
。

（
3
4
）
　
同
右
、
二
一
壬
五
頁
。

（
3
5
）
　
前
掲
、
『
朝
鮮
專
売
史
」
（
第
三
巻
）
二
八
七
頁
。

（
3
6
）
　
同
右
、
二
九
三
頁
。

（
3
7
）
　
塚
本
道
遠
『
韓
国
天
日
塩
田
官
業
計
画
書
二
対
ス
ル
意
見
ノ
要

　
領
』
（
手
稿
、
執
筆
年
不
詳
）
。

（
3
8
）
　
同
右
。

（
3
9
）
　
庵
原
文
一
『
韓
国
塩
業
ヲ
官
営
ト
ナ
ス
一
計
画
二
反
対
ス
ル
理

　
由
概
項
』
（
手
稿
、
執
筆
年
不
詳
）
。

（
4
0
）
　
同
右
。

（
4
1
）
　
前
掲
、
『
韓
国
塩
務
行
政
要
領
』
九
頁
。

（
4
2
）
　
「
密
輸
入
及
密
漁
猟
船
二
関
ス
ル
報
告
」
（
『
財
務
週
報
』
三
五
、

　
一
九
〇
七
年
二
一
月
）
一
八
五
八
頁
。
・

（
4
3
）
　
同
右
、
一
八
五
八
壬
九
頁
。

（
4
4
）
　
同
右
、
一
八
五
七
頁
。

（
4
5
）
　
同
右
、
一
八
五
八
頁
。

（
4
6
）
　
前
掲
、
『
密
輸
入
塩
状
況
調
査
』
ニ
ハ
頁
。

（
4
7
）
　
韓
国
政
府
財
政
顧
問
部
『
韓
国
財
政
整
理
報
告
』
第
四
回
、

七
一
頁
、
第
五
回
、
二
五
二
頁
。

（
4
8
）
　
仁
川
府
庁
編
『
仁
川
府
史
』
（
一
九
三
三
年
）
九
七
四
頁
、
に

　
よ
れ
ぱ
、
「
明
治
四
十
年
後
の
（
仁
川
港
の
1
引
用
者
註
）
輸
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
百
可
〕

高
激
増
は
（
そ
れ
ま
で
戒
克
に
よ
る
支
那
の
密
輸
入
が
盛
ん
で
あ
っ

　
て
従
っ
て
輸
入
統
計
に
計
上
さ
れ
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
）
戒
克
に
対
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す
る
取
締
が
厳
重
と
な
っ
た
㌧
め
、
余
儀
な
く
輸
入
手
続
を
経
ね
ぱ

　
な
ら
ぬ
こ
と
㌧
な
っ
た
が
故
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
4
9
）
「
水
産
物
及
塩
業
上
調
査
ノ
件
」
（
『
財
務
週
報
』
三
七
、
一
九

　
〇
七
年
二
一
月
）
五
二
二
頁
、
に
よ
れ
ば
、
「
仁
川
二
輸
入
セ
ラ

　
ル
・
外
国
塩
ハ
支
那
産
ヲ
主
ト
シ
日
本
産
ハ
殆
ン
ト
計
数
二
入
ラ
サ

　
リ
シ
モ
ノ
本
年
度
二
於
テ
俄
然
激
増
セ
ル
ヲ
見
ル
モ
税
関
ノ
統
計
二

　
生
産
地
ヲ
欠
ク
ヲ
以
テ
容
易
二
其
原
因
ヲ
知
ル
ニ
難
シ
ト
雄
想
フ
ニ

　
仁
川
醤
油
会
社
カ
原
料
ト
シ
テ
輸
入
セ
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、
実
際
、

　
右
報
告
中
の
輸
入
統
計
表
に
よ
る
、
一
九
〇
六
年
と
〇
七
年
（
た
だ

　
し
〇
七
年
は
一
一
月
ま
で
）
と
の
比
較
で
は
、
日
本
か
ら
の
輸
入
数

　
量
が
、
千
斤
か
ら
四
三
三
万
斤
に
激
増
し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
国

　
か
ら
の
輸
入
は
、
五
四
〇
万
斤
程
度
で
ほ
と
ん
ど
変
動
が
な
い
。

（
5
0
）
前
掲
、
「
密
輸
入
及
密
漁
猟
船
二
関
ス
ル
報
告
」
一
八
六
三
壬

　
四
頁
。

（
5
1
）
　
前
掲
、
『
朝
鮮
の
塩
業
』
（
第
三
巻
）
を
参
照
。

［
付
記
］
　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
東
京
都
渋
谷
区
「
た
ば
こ
と

塩
の
博
物
館
」
所
蔵
の
貴
重
な
資
料
を
多
数
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

快
く
閲
覧
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
同
館
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

（151）統監府の塩業政策について
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